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(トップページ：http://mylibrary.maeda1.jp/ )  

(ブログ「石油と中東」：https://blog.goo.ne.jp/maedatakayuki_1943) 

マイライブラリー：０５６６ 

 

(注)本稿は 2022年 9月 5日から 8日まで 4回に分けて「ブログ・石油と中東」に掲載したレポートを

まとめたものです。 

 

2022.9.10 

前田 高行 

国際石油企業５社、アラムコ及び ENEOS/出光興産の 2022年 4-6月期業績を比較する 

 

はじめに 

 国際石油企業(ExxonMobil、Shell、bp、TotalEnergies及びChevron、以下 IOC)の４－６月期決算に

ついては既に概要を解説したが、本稿ではこれに加え世界最大の国営石油会社サウジアラムコ(以

下アラムコ)及び日本国内１位、２位の石油企業 ENEOSホールディングス(以下 ENEOS)と出光興産

(以下 出光)の計８社の２０２２年４－６月期売上高、純利益、売上高利益率を比較する。 

 

IOC、アラムコ及び日本企業２社は経営形態、事業内容等がそれぞれ大きく異なっており、単純

比較することに問題があるとの指摘はあろうが、そのことを踏まえたうえで世界の石油企業の現状

を理解する一助としていただければ幸いである。８社の決算書類における売上、純利益の表現形式

も各社各様であるが、それらについては脚注で説明した。 

 

なお通貨については日本企業２社の決算は円建てであるため、各社の決算付属資料に示されて

いる為替レートで換算したドル建て表示で比較した。 

 

８社の詳細な決算資料は下記の各社ホームページをご覧いただきたい。 

 

ExxonMobil： 

https://corporate.exxonmobil.com/News/Newsroom/News-releases/2022/0729_ExxonMobil-anno

unces-second-quarter-2022-results 

Shell： 

https://www.shell.com/investors/results-and-reporting/quarterly-results/2022/q2-2022.html 

bp： 

https://www.bp.com/en/global/corporate/news-and-insights/press-releases/second-quarter-20

22-results.html 

TotalEnergies： 

https://totalenergies.com/media/news/press-releases/totalenergies-second-quarter-and-first-h

http://mylibrary.maeda1.jp/
https://blog.goo.ne.jp/maedatakayuki_1943
https://corporate.exxonmobil.com/News/Newsroom/News-releases/2022/0729_ExxonMobil-announces-second-quarter-2022-results
https://corporate.exxonmobil.com/News/Newsroom/News-releases/2022/0729_ExxonMobil-announces-second-quarter-2022-results
https://www.shell.com/investors/results-and-reporting/quarterly-results/2022/q2-2022.html
https://www.bp.com/en/global/corporate/news-and-insights/press-releases/second-quarter-2022-results.html
https://www.bp.com/en/global/corporate/news-and-insights/press-releases/second-quarter-2022-results.html
https://totalenergies.com/media/news/press-releases/totalenergies-second-quarter-and-first-half-2022-results
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alf-2022-results 

Chevron： 

https://www.chevron.com/newsroom/2022/q3/chevron-announces-2q-2022-results 

SaudiAramco: 

https://www.aramco.com/en/news-media/news/2022/aramco-announces-half-year-2022-result

s 

ENEOSホールディングス： 

https://www.hd.eneos.co.jp/ir/library/statement/ 

出光興産： 

https://www.idemitsu.com/jp/content/100040215.pdf 

 

 

＊末尾表 1-D-4-26「２０２２年４－６月期利益、売上高、同利益率一覧表」参照。 

 

(圧倒的なアラムコの収益力、ExxonMobil、Shell の 3 倍、ENEOSの 28 倍！) 

１． 純利益１  

（１）当期利益 

 今期は全社が利益を計上し

たが、アラムコは突出してお

り、また国際石油企業も日本

企業 2社の 3倍乃至 10倍以

上である。アラムコの利益は

４８４億ドルに達し、ENEOS

或いは出光の売上高(次項参

照)すら上回る規模である。

因みに同社の今期四半期利

益は全世界の上場企業トップ

と報道されている。 

 

対する国際石油企業５社の中で利益が最も多いのは Shell １８０億ドル、ExxonMobil１７９億ドル

で、これに続くのはChevron１１６億ドル、ｂｐ９３億ドル、最も少ないのはＴｏｔａｌＥｎｅｒｇｉｅｓの５７億ドル

である。一方、日系企業２社の利益はＥＮＥＯＳが１７億ドル(邦貨２，２１４億円、換算率１３０円/ド

ル)、出光が１４億ドル(邦貨１，７９３億円、換算率１２９．６円/ドル)である。 

 

アラムコに比べると、Ｓｈｅｌｌ、ＥｘｘｏｎＭｏｂｉｌはその３７％、ＴｏｔａｌＥｎｅｒｇｉｅｓは１２％であり、ＥＮＥＯ

Ｓ及び出光はアラムコの利益の４％弱にとどまっている。これをＥＮＥＯＳから見ると、アラムコは同

社の２８倍、ＥｘｘｏｎＭｏｂｉｌは１０倍強であり、ＩＯＣの中で最も利益の少なかったＴｏｔａｌＥｎｅｒｇｉｅｓでも

日系２社の４倍の利益を計上している。彼我の利益格差は極めて大きい。 

 

https://totalenergies.com/media/news/press-releases/totalenergies-second-quarter-and-first-half-2022-results
https://www.chevron.com/newsroom/2022/q3/chevron-announces-2q-2022-results
https://www.aramco.com/en/news-media/news/2022/aramco-announces-half-year-2022-results
https://www.aramco.com/en/news-media/news/2022/aramco-announces-half-year-2022-results
https://www.hd.eneos.co.jp/ir/library/statement/
https://www.idemitsu.com/jp/content/100040215.pdf
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(増益一途でますます独走するアラムコ、低位ながら安定している日系２社！) 

（２）２０２０年７－９月期以降今期までの推移 

 

ここではコロナ禍発生以前の２０２０年７－９月期から今期(２０２２年４－６月期)までの過去２年間、

８四半期の利益の推移を追ってみる。 

 

アラムコは２０２０年７-９月期に１１８億ドルの利益を計上しＩＯＣ、日系２社を大きく引き離してい

たが、その後も増益一途で今期（２０２０年４-６月期）は史上最高の４８４億ドルの利益を計上してい

る。２年間で四半期利益は４倍強に膨れており、ＩＯＣ、日系２社との格差は拡大している。 

 

これに対し国際石油企業５社は、２０２０年下半期(７－９月期及び１０-１２月期)は押しなべて業

績が振るわず、ＥｘｘｏｎＭｏｂｉｌは２期連続でマイナス、特に１０－１２月期には２０１億ドルの巨額の

赤字を余儀なくされた。また Chevron も 2 期連続の赤字、Shell 及びｂｐはいずれかの四半期がマイ

ナスであった。ＴｏｔａｌＥｎｅｒｇｉｅｓは損失こそ出さなかったものの利益額は極めて少なかった。 

 

２０２１年はｂｐを除き各社はほぼ毎期５０億ドル前後の利益を計上し、業績は回復傾向にある。２

０２２年１－３月期はｂｐが２００億ドルを超える大幅な赤字を計上、ＥｘｘｏｎＭｏｂｉｌ、Ｓｈｅｌｌ、ＴｏｔａｌＥｎｅ

ｒｇｉｅｓも前期比で利益が減少したが４－６月期には各社とも過去８四半期で最も高い水準の利益を

計上している。 

 

日系２社の利益の推移を見ると、両社とも赤字こそ免れたものの、利益水準は数億～十数億ドル

と言う極めて低い水準にとどまっている。ＥＮＥＯＳが昨年後半から、また出光は今期に初めて１０億

ドルを超える利益を計上したが、アラムコは言うに及ばず、ＩＯＣ各社とくらべても見劣りのする利益

額である。 

 

(ENEOS 売上高はアラムコの６分の１、ExxonMobil の４分の１！) 

２. 売上高２  

（１）当期売上高  
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２０２２年４－６月期の ENEOS

の売上高は３兆５，５５１億円、

出光は２兆２，０４７億円であっ

た。これを ENEOS は１ドル＝１３

０円、出光は１ドル＝１２９．６円

で換算すると(換算レートは各社

の決算説明資料から引用、以下

同様)、ENEOSは２７３億ドル、出

光は１７０億ドルとなる。 

 

これに対してアラムコの同期間の売上高は１，７２９億ドルであり、また IOC５社のそれは最も多い

ExxonMobilが１，１５７億ドル、ついでShell １，００１億ドル、TotalEnergies ７４８億ドル、ｂｐ ６９５億

ドル、Ｃｈｅｖｒｏｎ ６５４億ドルである。ENEOS はアラムコの６分の１、ExxonMobil の４分の１である。

出光は比較した中では売上高が最も少なく、アラムコの１割、ExxonMobil の７分の１である。 

 

(原油価格との相関関係が濃いアラムコと IOC各社、伸びが小さい日系２社！) 

（２）２０２０年７－９月期以降今期までの推移 

 

 ２０２０年７－９月期から今期(２０２２年４－６月期)までの売上高の推移を見ると、アラムコがＩＯＣ５

社及び日系２社を大きく引き離しトップを続けている。２０２０年７－９月期の売上高は６１０億ドルの

アラムコを筆頭に、ＥｘｘｏｎＭｏｂｉｌ、Ｓｈｅｌｌ及びｂｐが４００億ドル台で続き、ＴｏｔａｌＥｎｅｒｇｉｅｓ３３１億ド

ル、Ｃｈｅｖｒｏｎは５社で最も少ない２４０億ドルであった。これに対して日系２社は ENEOS ３２９億ド

ル、出光９７億ドルであり、ＥＮＥＯＳの売上高はＣｈｅｖｒｏｎを上回りＴｏｔａｌＥｎｅｒｇｉｅｓと肩を並べる規

模であった。 

 

続く２０２０年１０－１２月期はｂｐ、ＥＮＥＯＳが前期を下回ったほか他社も横ばい状態であった。し

かし２０２１年に入るとアラムコ及びＩＯＣ５社の売上は急伸し、例えばＥｘｘｏｎＭｏｂｉｌの２０２１年以降

の四半期毎の売上高は５９１億ドル→６７７億ドル→７３８億ドル→８５０億ドル→９０５億ドル→１，１
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５７億ドルにアップ、２年間で２．５倍に膨張している。他のＩＯＣ各社もほぼ同様の傾向で、Ｃｈｅｖｒｏｎ

２．７倍、Ｓｈｅｌｌ，ＴｏｔａｌＥｎｅｒｇｉｅｓ２．３倍など軒並み２倍を超えている（ｂｐのみが１．６倍）。 

 

これらＩＯＣを上回る伸びを示しているのがアラムコであり、２０２０年７-９月期に６１０億ドルであっ

た売り上げは、1 年後に１千億ドルを突破、その後も右肩上がりで売り上げを伸ばし今年４-６月期

は 2 年前の２．８倍１，７２９億ドルに達している。 

 

これに対してＥＮＥＯＳは過去２年間で２０２０年７-９月期の売上が最大であり、今期は漸く８割強

に回復した状況である。出光の今期売上高は１７０億ドルであり、２年前の１．８倍に達したが、アラ

ムコ或いは IOC各社の伸びを下回っている。 

 

売上高の変動に大きな影響を与えるのが原油価格であるが、代表的な油種であるＢｒｅｎｔ原油の

各四半期の平均価格を見ると以下の通りであった(価格はドル/バレル)。 

 

４２．９４ドル(‘20 年 7-9 月期）→４４．１６ドル(‘20 年 10-12 月期、前期比+2.8％）→６１．１２ドル

(‘21年 1-3月期、前期比+38.4％）→６８．９７ドル(‘21年 4-6月期、前期比＋12.8％）→７３．５１ドル

(‘21 年 7-9 月期、前期比＋6.6％）→７９．７６ドル(‘21 年 10-12 月期、前期比＋8.5％）→１０２．２３

ドル(‘22年 1-3 月期、前期比+28.2％）→１１３．９３ドル(‘22年 4-6 月期、前期比+11.4％） 

 

これに対して ExxonMobilの対前期比増収比率は、０．７％(‘20年 10-12月期）→２７．１％(‘21年

1-3月期）→１４．５％(‘21年4-6月期）→８．９％(‘21年7-9月期、前期比）→１５．２％(‘21年10-12

月期)→６．５％(‘22 年 1-3 月期）→２７．８％(‘22 年 4-6 月期)と全期間を通じて売上高と原油価格

との相関関係が極めて高い。この傾向はアラムコにも見られ、IOC とアラムコ５社は原油価格の値

上がりに比例して売り上げもアップしたと考えられる。一方、日系２社にはそのような傾向が薄い。２

社は原油のほぼ全量を外部から調達し、製品については規制当局の指導を受け価格を自由に決

定できないため売上高と原油価格の相関関係は薄いようである。 

 

(３０％近い利益率を誇るアラムコ、IOC は軒並み二桁、ENEOS/出光は一桁！) 

３．売上高利益率  

（１）当期売上高利益率 (図 http://menadabase.maeda1.jp/2-D-5-23.pdf 参照) 

  売上高利益率は全社がプラスであ

るが、アラムコ、IOC 各社と日系２社の

間には大きな格差がある。アラムコの

利益率は２８％であり、これに次ぐのは

Shell １８．０％、Chevron １７．８％、

ExxonMobil１５．４％、BP１３．３％であ

り、TotalEnergies は IOC５社の中で唯

一一桁台の７．６％であった。これに対

し日系企業はＥＮＥＯＳ ６．２％、出光８．

http://menadabase.maeda1.jp/2-D-5-23.pdf
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１％であり、外国企業に比べ見劣りがする。 

 

(２０２１年以降毎期３０％弱の利益率を続けるアラムコ、日系２社は低位安定！) 

（２）２０２０年７－９月期以降今期までの推移 

 

  ＩＯＣ５社の２０２０年７－９月期から今期(２０２２年４－６月期)までの売上高利益率の推移を見

ると、２０２０年は ExxonMobil が１０－１２月期に▲４３％の大幅な損失率を示すなど各社の業績は

不安定であった。２０２１年には各社とも利益率が大幅に改善、Chevron は同年下期以降二桁台の

安定した利益率を示している。その中でｂｐのみは相変わらず不安定な状態が続き、今年 1-3 月期

は▲４０％の損失率となっている。 

 

アラムコは毎期大きな利益率を確保しており、四半期ごとの推移は以下の通りであった。 

 

１９．３％(‘20 年 7-9 月期）→１９．５％(‘20 年 10-12 月期）→２９．９％(‘21 年 1-3 月期）→２７．

３％(‘21 年 4-6 月期）→２８．１％(‘21 年 7-9 月期）→２５．６％(‘21 年 10-12 月期)→２８．６％(‘22

年 1-3 月期）→２８．０％(‘22 年 4-6月期) 

 

これに対し日系２社の利益率は下記のごとく低い利益率にとどまったままである。 

 

ENEOS： 

１． ２％(‘20年 7-9月期）→１．５％(‘20年 10-12月期）→２．１％(‘21年 1-3月期）→４．４％(‘21

年 4-6 月期）→４．５％(‘21 年 7-9 月期）→４．２％(‘21 年 10-12 月期)→６．２％(‘22 年 1-3

月期）→６．２％(‘22 年 4-6 月期) 

 

出光： 

４．８％(‘20年 7-9月期）→２．１％(‘20年 10-12月期）→３．２％(‘21年 1-3月期）→６．８％(‘21

年 4-6 月期）→３．３％(‘21 年 7-9 月期）→３．４％(‘21 年 10-12 月期)→３．９％(‘22 年 1-3 月期）



 7 / 8 

 

→８．１％(‘22 年 4-6 月期) 

 

以上 

 

本稿に関するコメント、ご意見をお聞かせください。 

 前田 高行 〒183-0027 東京都府中市本町 2-31-13-601 

   Tel/Fax; 042-360-1284, 携帯; 090-9157-3642 

   E-mail; maeda1@jcom.home.ne.jp 
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1-D-4-26 

国際石油企業(IOCｓ), ARAMCO, JXTG & 出光興産の四半期業績比較(2022年 4-6 月) 

(単位：百万ドル) 

   純利益 売上高 
売上高利益

率 

 ExxonMobil 17,850 115,681  15.4% 

 Shell 18,040 100,059  18.0% 

 BP 9,257 69,506  13.3% 

 Total 5,692 74,774  7.6% 

 Chevron 11,622 65,372  17.8% 

 ARAMCO 48,439 172,900  28.0% 

  
ENEOS 1,703 27,347 6.2% 

出光 1,384 17,012 8.1% 

換算率(円/ドル) 
ENEOS 130.0  130.0 - 

出光 129.6  129.6 - 

百万円 
ENEOS 221,355 3,555,106 - 

出光 179,321 2,204,695 - 

$/Bbls Brent 原油   113.93    

 

 
１ ｢純利益｣は各社資料から下記項目を抽出した。 

ExxonMobil:Net income attributable to ExxonMobil (U.S. GAAP) 

Shell:Incom/loss attributabel to shareholders 

bp:Profit (loss) for the period; Attributable to BP shareholders 

TotalEnergies:Netincome (TotalEnergies share) 

Chevron:Net income 

SaudiAramco:Net income by consolidated financial statement q3 interim report 

ENEOS:親会社の所有者に帰属する四半期純利益、為替換算レートは決算説明資料による。 

出光：親会社株主に帰属する四半期純利益、為替換算レートは決算説明資料による。 
２  ｢売上高｣は各社資料から下記項目を抽出した。 

ExxonMobil:Total revenues and other income  

Shell:Total revenue and other income  

bp:Total revenue and other income  

TotalEnergies:Sales  

Chevron:Sales and other operating revenues 

ENEOS:売上高 

出光：売上高 


